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(57)【要約】
【課題】低消費電力モードに切り替えることにより、視
聴品質を落とすことなく低消費電力化を効果的に進める
こと。
【解決手段】透過型の液晶表示装置において、低消費電
力のモードに切り替える切替手段３を有し、切替手段の
切り替えによって、バックライトの明るさ５、エッジ補
正処理回路を一例とする画像処理回路２の使用選択の是
非、出力する音量４をそれぞれ制御する構成とする。ま
た、バックライトの明るさの段階、複数の画像処理回路
のいずれを使用するかの選択、出力する音量の大きさ段
階をそれぞれ制御ことによって、消費電力モードの強さ
を段階的に切り替えること。また、液晶表示装置と利用
者の視聴距離を測定する測距センサを有し、測定した視
聴距離に応じて、バックライトの明るさ等を制御するこ
と。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　透過型の液晶表示装置において、
　低消費電力のモードに切り替える切替手段を有し、前記切替手段の切り替えによって、
バックライトの明るさを制御することを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　請求項１において、
　前記切替手段の切り替えによって、エッジ補正処理回路を一例とする画像処理回路の使
用選択の是非を制御することを特徴とする液晶表示装置。
【請求項３】
　請求項１または２において、
　前記切替手段の切り替えによって、出力する音量を制御することを特徴とする液晶表示
装置。
【請求項４】
　透過型の液晶表示装置において、
　低消費電力のモードに切り替える切替手段を有し、
　前記切替手段の切り替えによって、バックライトの明るさ、エッジ補正処理回路を一例
とする画像処理回路の使用選択の是非、出力する音量を制御することを特徴とする液晶表
示装置。
【請求項５】
　請求項４において、
　前記切替手段の切り替えによって、バックライトの明るさの段階、複数の画像処理回路
のいずれを使用するかの選択、出力する音量の大きさ段階をそれぞれ制御ことによって、
消費電力モードの強さを段階的に切り替えることを特徴とする液晶表示装置
【請求項６】
　透過型の液晶表示装置において、
　前記液晶表示装置と利用者の視聴距離を測定する測距センサを有し、
　前記測定した視聴距離に応じて、バックライトの明るさ、エッジ補正処理回路を一例と
する画像処理回路の使用選択の是非、出力する音量を制御する
　ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項７】
　請求項６において、
　前記測定した視聴距離に応じて、前記バックライトの明るさの段階、複数の画像処理回
路のいずれを使用するかの選択、前記出力する音量の大きさ段階をそれぞれ制御すること
によって、低消費電力モードの強さを段階的に切り替える
　ことを特徴とする液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置における消費電力の低減に係わり、特に、低消費電力モード（
省エネルギモードとも云う）の切り替えによる低消費電力化の技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　薄型表示装置の表示手段の１つとして液晶表示装置が多く利用されており、液晶テレビ
ジョン表示装置を始めとするデジタルテレビジョン表示装置などでは、Ｉ／Ｐ変換、エッ
ジ強調、ノイズ除去など各種の画像処理技術を用いた回路により、高画質化を図っている
。
【０００３】
　また、二酸化炭素排出による地球温暖化といった環境への配慮が重要視され、液晶表示
装置においても消費電力低減が強く要求されている。
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【０００４】
　液晶表示装置の消費電力低減に関する従来技術としては、不要な部分の光源を消灯して
バックライトの制御を行う方法（例えば、特許文献１を参照）、また、画像処理回路の選
択により消費電力の低減を図る方法（例えば、特許文献２を参照）などが提案されている
。また、例えば、特許文献３に開示するように、テレビジョン映像とコンピュータ映像と
でバックライトの明るさの切り替えを行うことにより消費電力を低減する方法が提案され
ている。
【特許文献１】特開平１０－２０７４００号公報
【特許文献２】特開２００５－１９２１３４号公報
【特許文献３】特開２００６－１１３６６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、近年になって、地球環境に配慮した消費電力低減の要求がますます厳しくなり
、さらなる消費電力の低減を進めることが求められている。そして、上記特許文献１，２
，３に開示するような従来技術では、バックライトの部分消灯、または電源供給元や入力
映像の別異に起因する消費電力制御を行っているが、視聴品質が低減してしまうという課
題が発生する。
【０００６】
　また、視聴者の視聴距離は考慮されず、また、視聴者が必要としない明るい表示、必要
以上の大きな出力音量、そして、画質を重視しない状況において過度な画像処理、等を行
うことにより発生する無駄な電力消費への対応は考慮されていなかった。
【０００７】
　本発明の目的は、低消費電力モードに切り替えることにより、視聴品質を落とすことな
く低消費電力化を効果的に進めることのできる液晶表示装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　前記課題を解決するために、本発明は主として次のような構成を採用する。　
　透過型の液晶表示装置において、低消費電力のモードに切り替える切替手段を有し、前
記切替手段の切り替えによって、バックライトの明るさ、エッジ補正処理回路を一例とす
る画像処理回路の使用選択の是非、出力する音量をそれぞれ制御する構成とする。
【０００９】
　また、透過型の液晶表示装置において、液晶表示装置と利用者の視聴距離を測定する測
距センサを有し、前記測定した視聴距離に応じて、バックライトの明るさ、エッジ補正処
理回路を一例とする画像処理回路の使用選択の是非、出力する音量を制御する構成とする
。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、省エネルギモード（以下、省エネモードと称する）に切り替えて視聴
品質を変えない条件で、バックライトの輝度を暗くし、出力音量を下げ、画像処理回路を
一部停止し、機器で消費される電力を細かく制限することができる。
【００１１】
　また、視聴品質を保持するにあたり、利用者と液晶表示装置との距離情報から、省エネ
モードの段階的なモード制御を行い、余分な電力消費をなくし、視聴に適した状態で電力
消費制御を実現することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　本発明の実施形態に係る液晶表示装置について、図１～図５を参照しながら以下詳細に
説明する。図１は本発明の実施形態に係る液晶表示装置の全体構成を示すブロック図であ
る。図２は本実施形態に係る液晶表示装置における省エネモードでの消費電力低減のため
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の制御信号を生成する手順を示すフローチャートである。図３は本実施形態に係る液晶表
示装置と視聴者との視聴距離を表す図である。図４は図３に示す視聴距離による省エネモ
ードでの省エネ設定項目を示すフローチャートである。図５は本実施形態に係る液晶表示
装置における省エネモードを段階的に変化させたときのバックライト輝度、出力音量、画
像処理回路選択の各項目の設定値を示す図である。
【００１３】
　まず、本発明の実施形態に係る液晶表示装置の特徴を概説すると、本実施形態は、消費
電力を低減する省エネモードに切り替える切替部を備え、省エネモードへの切り替えによ
って、バックライトの明るさ制御、画像処理回路の選択制御、および出力音量制御を行う
ことで消費電力の低減を行うものであり、使用者による操作や、視聴者と液晶表示装置と
の視聴距離検知により、省エネモードを制御し切り替えを行う液晶表示装置である。
【００１４】
　図１に示す本実施形態に係る液晶表示装置の全体構成において、１は画像信号処理部、
２は画像処理選択制御部、３は省エネモード切替部、４は音声出力制御処理部、５はバッ
クライト制御部、６は表示装置、７はスピーカ、をそれぞれ表す。
【００１５】
　まず、省エネモード切替部３で省エネモードに切り替わると（後述するが、操作者の指
示、視聴距離検知による制御指示、他の構成要素からの制御指示）、バックライト制御部
５では、表示装置６のバックライトの輝度を下げる制御信号を生成し、バックライトのあ
る表示装置６へ制御信号を送信する。また、画像処理選択制御部２では、画像信号処理部
１で使用する画像処理回路を選択する制御信号（後述するが、画像処理回路の内で例えば
、エッジ補正、ノイズ除去などの処理回路をバイパスするか否かの選択制御信号）を生成
し、選択された画像処理回路で処理された映像信号が表示装置へ出力される。また、音声
出力制御部４では、出力音量を小さくする制御信号を生成し、制御された音声がスピーカ
７から出力される。
【００１６】
　そして、バックライト輝度を下げる制御信号、使用する画像処理信号、出力音量を下げ
る制御信号を選択する制御信号の組み合わせで、利用者が望む最適な視聴環境で消費電力
の低減を行う。
【００１７】
　次に、消費電力低減を行う省エネモードにおける各制御信号生成について、図２のフロ
ーチャートを用いて説明する。省エネモードの切り替え（ステップＳ１）は、使用者の指
示による切り替え、または他ブロックからの切り替え制御信号によって行う。省エネモー
ドに切り替わると、バックライト制御による消費電力低減の指示がある場合、バックライ
ト輝度を低減する（ステップＳ２）。また、省エネモードの切り替えにより、音量制御に
よる消費電力低減の指示がある場合、指定する出力音量に設定する制御が行われる（ステ
ップＳ３）。また、省エネモードに切り替わり、ステップＳ４によって使用する画像処理
回路を選択する指示がある場合、画像処理の選択制御を行う。これらの輝度、音量、画質
処理回路選択の組み合わせにより消費電力低減を細かく段階的に行うことができる。
【００１８】
　次に、液晶表示装置と視聴者との視聴距離による省エネ制御について、以下説明する。
図３は、液晶表示装置と視聴者との視聴距離について示した図である。８は液晶表示装置
、９は視聴者であり、液晶表示装置８の表示面から視聴者９との距離を視聴距離１０とし
ている。使用者による設定や距離を測定する測距センサを用いることにより視聴距離１０
を決定し、視聴距離に合ったバックライトの明るさ、出力音量、および使用する画像処理
回路選択を行うことで品質を維持したまま消費電力の低減を行う。
【００１９】
　たとえば、視聴距離が長い場合、精細な画像処理は不要となり、使用する画像処理回路
を減らすことができる。視聴距離が短い場合は、バックライトの輝度を基準値から落とし
、さらには出力音量を現在の設定音量より小さくすることができる。
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【００２０】
　図４は視聴距離の制御を行うフローチャートの一例である。視聴者と液晶表示装置との
視聴距離による省エネ制御が開始されたとする（ステップＳ５）。省エネモードに切り替
わり、視聴距離制御モードに入ると、ステップＳ６で視聴距離の値により、バックライト
輝度、出力音量、画像処理回路選択の各設置値を決定する。これらの設定値により、バッ
クライト輝度、出力音量、使用する画像処理回路選択の制御を行うことで消費電力低減を
行う。
【００２１】
　次に図５に、省エネモードを段階的に変化させたときのバックライト輝度、出力音量、
画像処理回路選択の各項目の設定値の一例を示す。たとえば、省エネモード１ではバック
ライトの制御は行わず、出力音量レベルを１つ下げ、エッジ補正回路を停止しバイパスす
ることで消費電力を低減する。省エネモード２ではバックライトを１段階暗くし、出力音
量レベルを１つ下げる。省エネモード３ではバックライトを１段階暗くし、出力音量レベ
ルを１つ下げ、エッジ補正処理回路を停止しバイパスする。省エネモード４ではバックラ
イトを２段階暗くし、出力音量レベルを２つ下げ、エッジ補正とノイズ除去回路を停止し
バイパスして液晶表示装置の消費電力を低減する。
【００２２】
　このように、視聴条件（例えば、視聴距離など）や制御信号（輝度レベル制御など）か
らの命令により、各項目の組み合わせを変えることで省エネモードを段階的に切り替えて
、細かく消費電力を制限することで、使用時の消費電力量を低減することができる。もち
ろん制御項目の組み合わせは、図５に限らない。
【００２３】
　以上説明したように、本発明の実施形態に係る液晶表示装置は、次のような構成と作用
を奏するものを特徴とする。すなわち、消費電力を低減する省エネモードに切り替える手
段を備え、省エネモードに切り替えることで、バックライトの輝度制御、画像処理回路の
選択制御、出力音量制御により消費電力の低減を図ることができる。また、省エネモード
については、バックライト輝度、使用する画像処理回路の選択、出力音量のそれぞれを切
り替えて組み合わせて制御を行うことで、消費電力量を段階的に細かく調整することがで
きる。
【００２４】
　また、省エネモードの切り替えとしては、利用者の操作（例えば、図１に示す省エネモ
ード切替部を利用者が操作すること）の外に、液晶表示装置と利用者との視聴距離（図１
には不図示であるが、測距センサによる測定した視聴距離に対応する視聴距離制御モード
部を設ける）、他の構成要素（例えば、リモコンから制御すること）によって、バックラ
イトの明るさ、画質、出力音量を調整し、液晶表示装置の視聴品質を落とすことなく消費
電力を低減することができる。この際、図１に示す省エネモード切替部でモード１，２，
…を設けていずれかのモードを選択することが図５に示されているが、視聴距離制御モー
ド部でも同様に複数のモードを設けて視聴距離に応じていずれかのモードを選択しても良
く、また、視聴距離に応じて、省エネモードに入って、図１に示すバックライト制御部な
どの設定値を決定するように構成しても良い。この視聴距離制御モード部を単独に設けて
省エネモードとしても良く、利用者による操作手段の省エネモードに付加する構成しても
良い。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】本発明の実施形態に係る液晶表示装置の全体構成を示すブロック図である。
【図２】本実施形態に係る液晶表示装置における省エネモードでの消費電力低減のための
制御信号を生成する手順を示すフローチャートである。
【図３】本実施形態に係る液晶表示装置と視聴者との視聴距離を表す図である。
【図４】図３に示す視聴距離による省エネモードでの省エネ設定項目を示すフローチャー
トである。
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【図５】本実施形態に係る液晶表示装置における省エネモードを段階的に変化させたとき
のバックライト輝度、出力音量、画像処理回路選択の各項目の設定値を示す図である。
【符号の説明】
【００２６】
　１　画像信号処理部
　２　画像処理選択制御部
　３　省エネモード切替部
　４　音声出力制御処理部
　５　バックライト制御部
　６　表示装置
　７　スピーカ
　８　液晶表示装置
　９　視聴者
　１０　視聴距離

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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摘要(译)

要解决的问题：通过切换到低功耗模式，有效地实现低功耗而不降低视
图质量。 ŽSOLUTION：透射型液晶显示装置具有切换到低功耗模式的
切换装置3，并且在切换装置切换时，背光的亮度5，是否选择使用图像
处理例如，电路2的边缘校正处理电路是正确的，并且分别控制输出音量
4。使用背光的亮度阶段，使用多个图像处理电路中的哪一个以及输出音
量的阶段，从而逐步切换功耗模式的程度。另外，包括测量液晶显示装
置和用户之间的视距的距离测量传感器，并且根据测量的视距控制背光
等的亮度。 Ž
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